
柘植地域まちづくり協議会

定 期 総 会
日時：平成30(2018)年４月１４日（土）20:00～

会場：柘植地区市民センターホール

総 会 次 第

１ 資格確認（委任状確認）

２ 開会のことば

３ 会長あいさつ

４ 来賓あいさつ

５ 議長選出

６ 議事

第１号議案 平成２９（２０１７）年度事業報告・決算報告・監査報告

第２号議案 平成３０（２０１８）年度事業計画（案）・予算（案）

第３号議案 その他の件

７ 議長解任

８ その他

諸連絡

９ 閉会のことば

※総会終了後に部会等を開催する場合があります。連絡をしますので指定場所にお集まりください。



柘植地域まちづくりの目標

分野別目標
１ 分権・自治の確立

一人ひとりの想いが実現できる自立のまち柘植

２ 人権・同和施策の推進

一人ひとりが生き生きと ～あなたもわたしもみんな輝く～

３ 健康・福祉の推進

世代を超えてふれあい支えあい 健康でいきいきと暮らせるまち「都美恵」

４ 生活・環境の再生

豊かな自然を守り、安全で住みよいまち『柘植』

５ 教育文化の充実

「集まって楽しむ地域まるごとコミュニケーションつげ」

「助け合い学びあう交流拠点…つげの学びや」

６ 産業・交流の促進

若者が主体となるまちづくり

関西線再開セレモニー（平成30年1月9日、柘植駅）



第１号議案

平成２９(２０１７)年度 事業報告

決算報告

監査報告

契約書取り交わし式（平成29年10月31日、旧柘植保育園）



まちづくり協議会の運営に関わる事業報告
事業名
　　『まちづくり計画』計画の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等

『まちづくり計画』等策定検討事業

　　分権自治 施策１、施策２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運営委員会

広報活動に関する事業

　　分権自治 施策３

広報編集発行委員会

研修事業
　　分権自治 施策６

研修委員会

その他必要な事業
　分権自治 施策４、施策６、施策７

運営委員会

5

事務局運営事業
　　分権自治 施策２、施策５

（事業成果・達成事項）
・報酬などについては、３年計画の１年目として実施することができた。
・余野公園保勝会、芭蕉翁顕彰会、いがまち同和教育研究会へ負担金を払っている。
・事務局機器の新調について検討することができた。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）コピー機ほか事務局機器を新調していく必要がある。

8 積立金会計へ戻入　分権自治 施策５

9 予備費

柘植地域各区に関わる事業報告
事業名
　　『まちづくり計画』計画の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等

1

区長部会活動

　　分権自治 施策１、施策４

（事業成果・達成事項）
毎月の区長部会の進め方を改革したり、まち協と区の役割について議論したりするなど、これまで
の情報伝達中心から区のヨコの連携や地域の課題確認を進めることができてきた。
また、充て職については区長どうしで分担することにより一人に係る負担が解消できた。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画を上回る
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）さらにまちづくり協議会と区との関係、その間にある「区長」の役割について議
論していく必要がある。

4

（事業成果・達成事項）
①保育園跡地の利活用について伊賀市ほか関係機関と連携して、平成29年11月から２団体に10年
間の使用許可を出すことができた。
②今年度はいがまち３地域の事務局として、自治推進会議、区長集会、その他必要な会議などへ参
加したり、要望書等の書類をまとめたりすることができた。
③柘植地域在住の若年層や移住者等との懇談を持つことができた。
④いがまち展覧会で、チャリティーバザーや展示その他をいがまち３地域の一員として取り組め
た。
⑤新年門松絵札短冊を各戸に配付した。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画を上回る
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）市行政のありようが変化する可能性が大きい（支所のありようや最適化計画の実
施）ので、時代の先読みをしながら、行政に対して、諮問権・提案権・同意権等を活用して対応し
ていくことが重要である。

1

2

3

（事業成果・達成事項）
①みえのみらいづくり塾（８月～１月）に毎回２～７名参加し、１月に地元でワークショップを開
催することができた。県内他地域とのつながりができた。
②7/7鈴鹿市より、11/10神戸自治協より、2/25岐阜養老町より、視察を受け入れた。
③議会報告会を開催(10/19)した。地域づくり推進課の伊賀流小規模多機能自治研修会に毎回２～
3名が参加し見識を深めることができた。全国小規模多機能自治研修会(11/15)で伊賀市代表とし
て発表した（テーマ：女性参画）。
④柘植地域の住民を対象とした独自の研修会を開くことができなかった。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画を下回る
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
役員を中心にさまざまな研修を受けたが、それを柘植地域の実情に合わせて、将来を考えたまちづ
くり活動に結びつけることができるようにしたい。

（事業成果・達成事項）
　会議のあり方・役員の選考などについて課題があり、協議会の運営システム自体を見直す必要が
ある。昨年度の反省から運営委員ではなく公募の委員などにより検討委員会を組織し、区とまちづ
くり協議会のあり方やまちづくり協議会の規約について検討を深めた（委員会は10回実施）。運営
委員会に対して９月に中間報告、３月に役員会に対して規約変更案を提案した。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画を上回る
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）来年度以降も住民ニーズなどを把握しながら、規約や『まちづくり計画』の改定
を進める核になる組織として事務局内に恒常的に設置していきたい。

（事業成果・達成事項）
①『まちづくりだより』をほぼ月２回のペースで発行した。各区では大サイズのカラー版を掲示し
ている。
②印刷のコストを下げるためにホームページを通じた情報発信を進めている。ただ、一般住民の利
用促進や活用状況の把握はできていない。
③いがまち展覧会での「活動報告」（４つ切りサイズ）を、各事業別に製作することで、展覧会以
外にも柘植小フェスティバルや柘植中文化祭などの機会に使うことができた。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画を上回る
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）各事業主体が、事業の取り組みを写真で記録するとともに『まちづくりだより』
用の原稿を用意していく流れを定着させたい。



各区活動
（地区業務・地区配布業務）

　　分権自治 施策１、施策４

区長部会

人権・同和施策の推進に関わる事業報告
事業名
　　『まちづくり計画』計画の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等

人権啓発合同事業
①合同 フィールドワーク(近隣)の実施
　施策1-具体計画２、視察４-具体計画２

②人権啓発映画一斉上映会の実施
　施策1-具体計画２、視察２-具体計画１

③合同フィールドワーク(遠方)の実施

　施策1-具体計画２、視察４-具体計画２

人権啓発合同事業実行委員会

柘植地域及びいがまち人権学習・懇談・交
流事業

　　　施策１ー具体計画2

人権・同和部会

住民及び部会員への広報・研修・啓発事業

人権・同和部会

健康・福祉の推進に関わる事業報告
事業名
　　『まちづくり計画』計画の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等

健康・福祉部会

2

（事業成果・達成事項）
様々な年代や団体と交流することにより、それぞれの思いや願いを知りあうことができた。また、
取り組みの成果と課題を共有し、柘植地域全体での成果と課題、今後必要な取り組みを考えるヒン
トになった。いがまち内の３つのまちづくり協議会で連携して人権意識調査の実施に向けて何回か
協議したが、一斉開催は実現しなかった。本年度、柘植地域が先行して行い、来年度以降、他の３
つのまちづくり協議会でも実施する方向になった。本年度、12月提出で行った意識調査は、現在、
単純集計終了段階です。細かな分析は来年度、じっくり行い、結果をパンフにするともに、見えて
きた強みと弱みを意識した取り組みを考えたい。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…想定した効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）交流している人が一部の方にとどまってしまっている。これをどのように広げて
いくか、また、日時や交流内容や事業の持ち方についても検討していく必要がある。

（事業成果・達成事項）
月１回、定期的に人権啓発通信を発行することで、旬の話題や、実施された講演会や研修会、
フィールドワークの様子や内容をできるだけ早く還流することができた。また、その月や来月の人
権啓発事業のお知らせや案内を告知することができた。また、中学生の人権学習の様子や、中学生
の思いを掲載し、世代を超えた思いをつなぐ一助になった。フィールドワークでバス借入予定で
あったが、自家用車借入での乗り合わせにより、少ない予算で事業ができた。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
人権通信で伝えたい内容が多いだめ、字が多くて細かいときがあり、読みづらい等の声もあり、紙
面を工夫する必要がある。

2

（事業成果・達成事項）
業務費 1,946,240円（８月支払い）
選挙公報配布手数料 ３月分28,680円（６月支払い）、10月分28,460円（１月支払い）   計
57,140円
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）来年度以降も「基本協定書」に基づいて費用支出を明確に行う。

1

（事業成果・達成事項）
２年ごとの各区の役員改選時期に合わせて毎年近隣と合同のフィールドワークを行き先を２年周期
で行うことにより、区の役員の方々にはたくさん参加いただき、認識を深め、各区の人権啓発推進
に取り組む一助となっている。また、各区で実態や必要性に応じての人権啓発映画を上映してもら
うことで、主体的に各区で人権啓発を推進してもらえる。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
フィールドワークについては役員レベルの方々の参加が主で、そこからのひろがりが少ない。新た
な参加者を増やす工夫が必要である。映画会はよりたくさんの参加が得られる日時と内容の検討が
必要。

1

健康づくり推進事業
　

　施策１０－具体計画１

（事業成果・達成事項）
1 男の料理教室　6/10 　8/5　10/14　2/10　毎回15～20人開催
　　効果　食生活改善の意識向上　料理を通じて人とのつながりができた。
　食生活改善普及員　女性部会さんに協力いただく
２ 健康づくり講演会　夏の健康管理（熱中症対策）愛の里保健師
　　　　　　　　　　３B体操　福岡和義　参加者３０名
３ 笠置山にウォーキング　JRを利用して　参加者２８名
４ 気功教室　「健やかさと自然治癒力」講師藤田雅子氏　２０名
　　　　　　「薬依存の前にまず人の治癒力」
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
全戸配布、組回覧してもあまり効果が無いように思う　PRの方法を考える必要あり



地域福祉ネットワーク事業
　
　　施策１、施策４、施策８、施策１１

健康・福祉部会

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝのまちづくり事業

  施策１、施策５

健康・福祉部会

4

地域スポーツ活動の推進事業

 施策９-具体計画３
 施策１０－具体計画１，２

スポーツ実行委員会

公共交通の検討事業

 健康福祉施策９-具体計画２
 生活環境施策１４－具体計画１
 生活環境施策４－具体計画１，２，３

柘植駅を核とした公共交通のあり方検討委員会

生活・環境の再生に関わる事業報告
事業名
　　『まちづくり計画』計画の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等

交通安全・防犯・不法投棄等への対策
 
  施策１１－具体計画１
  施策２－具体計画２

生活環境部会、区長部会

環境保全事業

　施策１-具体計画１、２
  施策４-具体計画１

生活環境部会、区長部会

自主防災力向上事業

　施策１２-具体計画１

自主防災実行委員会

3

（事業成果・達成事項）
１柘植駅（公共交通）を核としたまちづくり事業に参加
　　駅舎清掃、駅前花壇設置、災害復旧セレモニー
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画を下回る
（評価２）有効性…効果が低い
（評価３）今後の方向性…廃止
（残された課題）
健康福祉部会の事業として行うには課題が大きすぎる

5

（事業成果・達成事項）
・鉄道・バスなどの公共交通についての議論ができた（市交通政策課等との懇談など）
・いがまち行政バスに関わるいがまち地域会議開催や会議への参加・傍聴を行った。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）伊賀市行政との連携を図り、情報収集しながら、公共交通の課題整理と解決をめ
ざした継続的な取り組み体制が今後とも必要。健康福祉部会内のチームとの整合性を図る。

2

（事業成果・達成事項）
1  7月4日柘植地域福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ（つげふくしネット）開催
　　地域の福祉課題について社協アンケート調査から見えてくるもの
２ ７月２８日「地域交通を考える会」開催（講師　川上善幸議員）
　　移動困難の方の移動手段について　地域で如何に支えるか
３ 地域会議の設置
　　できつつある区があるが、中柘植、山出、倉部のみになっている
４ 福祉の拠点づくり
　　旧柘植保育園跡地利用事業（地域の有志による）に参画
　　　29年４月～　NPO法人「杜のカフェいこいこ」設置準備
　　　29年12月オープン　地域の憩いの場として喫茶ランチ等の提供
　　　30年２月伊賀市介護予防サロン活動支援事業計画書申請
　　　　30年２月から週２日火曜日、金曜日サロンの開催
　　　　将来的には日常生活の生きがいの創出に資するため常設サロンとしていきたい
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
地域会議の設置については、各区により温度差があり10年後、わがこととしての危機感も個人差が
あり、まとまり難い。

（事業成果・達成事項）
柘植地域各区体育行事等の情報交流ができた。11月12日の伊賀市スポーツフェスティバルに関し
て柘植地域のチーム選出に取り組めた。11月4日の第１回トレイルランニング大会では地元スタッ
フとして貢献することができた。このことは観光面など柘植地域のPRに大いに役立った。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）柘植地域におけるスポーツ交流の企画と実施

（事業成果・達成事項）
警察と連携して柘植地域内を毎月１回パトロールすることができた。柘植地域内を３ブロックに分
け、そのブロックの区の部会員で連携協力して、環境の実態を把握することができた。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）各区での取り組みとともに、柘植地域全体としての意識をもって取り組む必要が
ある。

3

（事業成果・達成事項）
柘植地域合同防災訓練を主要事業と定め、関連事業及び啓発事業により地域防災力の向上を図っ
た。
①実行委員会５回及び同事務局会議６回開催
②初動リーダー会議・訓練計３回開催
③小・中学校教職員の防災研修を各々開催
④各区自主防災関係者を対象とした「ガラス破損防止講習会」を開催
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
１ 学校・地域住民との連携による啓発活動の実施
２ 既存マニュアルの統合と男女共同参画を考慮した「自主防災マニュアル」の策定
３ 現実を想定した合同防災訓練の実施
４ 防災関係者のスキルアップ
５ 関連関係事業者との調整・連携

2

（事業成果・達成事項）
・鳥獣害対策は伊賀市や三重県農業研究所との連携がよくできた。夏には「おり」を２基も設置し
て、現在効果を上げている。
・不法投棄については、実態を把握したうえで、９月と１月に徹底的な投棄物の撤去を一部行うこ
とができた。
・森林整備の研修については阿波地域、布引地域と連携して行うことができた。
・地域の美化として、コスモスは失敗したが、なばな栽培は現在順調に進んでいる。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）生活課題は毎日の生活に密着していることが多いので、区長部会と連携してさら
に継続して進めたい。

1



都美恵の里美化事業

　 施策４-具体計画１

女性部会

教育・文化の充実に関わる事業報告
事業名
　　『まちづくり計画』計画の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等

伊賀の国柘植の斎王群行事業

　　施策２

伊賀の国柘植の斎王群行実行委員会

地域イベントの検討事業
　　施策２-具体計画１

教育文化部会

市民センター活動事業
　
　施策１-具体計画２
　施策２-具体計画１、２
　施策５-具体計画２

教育文化部会

夏休みこどもの遊び事業
　  施策２-具体計画1、施策３-具体計画2,3
　　施策４-具体計画3

教育文化部会

学校教育支援事業

  施策３－具体計画３

教育ボランティア

1

（事業成果・達成事項）
・１５回にわたり継続している事業は他にない。柘植地域にはこれといった地域行事がなく、伝統
行事の一環として続けることの意義はおおいにあり、地域愛の醸成に貢献できている。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
・実行委員会のあり方は改善を要する。まち協全体の行事とできないか。
・資金的、人的問題や協力者理解者をどう増やすか。恒常的組織を立ち上げることが必要。

2

（事業成果・達成事項）
検討したが、よいアイデアが出なかった。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画を大幅に下回る
（評価２）有効性…効果が低い
（評価３）今後の方向性…廃止
（残された課題）別の角度（組織）で検討してほしい。

4

（事業計画・達成事項）
とりあえず市民センター周辺をきれいにしたいと思っています。神社や小学校が近いので、通われ
る方に気持ちよく通行してもらいたいです。草引きと花の世話は出来る限り続けていきたいです。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）短時間では十分な活動ができないため、活動できる人をもっと公募する必要があ
る。

3

（事業成果・達成事項）
①ふれあいコンサートを実施（ピアノとフルートの共演）
11月26日（日）13:30開場14:00開演
出演者　ピアノ佐山舞香　フルート松本亜沙美　観客約30名　演歌からクラッシックまで幅広い
ジャンルの演奏で、全員で「上を向いて歩こう」を合唱。和やかな演奏会となった。
②ふれあいクリスマスコンサートを実施
12月24日(日)13:00開場13:30開演。出演者 歌と演奏「GreenLeaves」 ギター＆歌「藤岡誉」
マジックショー「マジョンナ」　会場満席の多くの皆さんに来て頂き、サンタのプレゼントやマ
ジックショーなど大いに盛り上がりました。
③映画祭（ふれあい映画祭）　従来センターで実施していた映画鑑賞会をセンターまで足を運べな
い方に器材を持ち込んで「出前ふれあい映画鑑賞会」と称して実施した。　5/18下町　7/7山出
8/20、1/25岡鼻　で実施。皆さんに喜んで頂きました。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
①観客の増員　地域の他のイベントと重なり、土日の開催では動員が難しい。平日の開催時期等日
程の検討が必要。費用（出演費）がかかるので客の協力金が不可欠。
②出場者の募集（できれば市民参加型）多くの子どもたちがありましたが、より多くの参加者があ
れば。
③多くオファーもあり継続して実施。老人会等と共同で実施し継続していけばよい。

4

（事業成果・達成事項）
第３回のつげっこ夏祭りを実施。８月11日（木・山の日）に実施。　テーマは、「柘植川でみんな
と遊ぼう…昔の遊びを教えてもらおう」
会場は、昨年度同様柘植川の河原。昨年以上の参加者約５０名　自由に川で水遊び（手作りいかだ
に乗り、水鉄砲を作って水合戦、ボランティアさんの弓矢で川の対岸の的あてゲーム、篠竹鉄砲、
竹トンボ、シャボン玉飛ばしなどそれぞれ思い思いのあそびを楽しんだ。昼食は女性ボランティア
さんが作ってくれたカレーライスを美味しく頂き、スイカ割りも楽しみました。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画を上回る
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
子供のご家族の参加、地域住民の参加、多くのボランティアの参加を希望。

5

（事業成果・達成事項）
私たち、教育ボランティアは保育園小学校中学校からの子どもたちに対する様々なイベント、清
掃、その他応援要請に応じ、活動しております。成果は文字に表せるものではございません。子ど
もたちの笑顔とそれを見る我々の笑顔が成果と思っております。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…想定した効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）ボランティア構成者の高齢化等による人数不足の課題がある。



産業・交流の促進に関わる事業報告
事業名
　　『まちづくり計画』計画の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等

特産品の創出事業

　施策１、施策３

特産品創出実行委員会

国際交流促進事業

　施策５

産業交流部会、国際交流実行委員会

柘植駅・草津線活性化事業

　産業交流施策２-具体計画１
  生活環境施策９－具体計画２

柘植駅を核とする公共交通のあり方検討委員会

観光看板設置事業

　施策２－具体計画１

観光看板設置実行委員会

女性参画の促進に関わる事業報告
事業名
　　『まちづくり計画』計画の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等

「つげのまちに賑わいを」事業

　　　分権自治 施策７

女性部会

女性の地域活動推進（研修）事業

　　　分権自治 施策７

女性部会

2

（事業成果・達成事項）
日時１月21日（日）市民センター　母国語でのあいさつと会話教室、着物の着付教室と投扇興、グ
リースリーブスによる歌と演奏、震災時非常食とおでんによる昼食、ビンゴゲーム
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…想定した効果が出ている
（評価３）今後の方向性…休止
（残された課題）
伊賀市には現在4,697人の外国の方が住んでおられる。今後ますます外国の方々が住んでいただく
機会が多くなってきます。大変うれしいことと同時に外国の方々が孤立しないように交流の機会を
持つことは地域発展にもつながることと受け止めています。

3

（事業成果・達成事項）
・鉄道・バスなどの公共交通についての議論ができた（ＪＲ亀山鉄道部や市交通政策課等との懇談
など）
・８月６日交通シンポジウムを開催することができた（参加者20名）
・駅発着フィールドワークを企画、柘植駅から余野公園までの距離案内板を設置することができ
た。
・駅前や駅構内の美化、ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ設置など、各種行事と連動して実施することができた。
・10月の台風で柘植～亀山間不通となったことに対して各方面に取組みを進め、１月９日再開の際
にはまち協として再開復旧セレモニーを盛大に開催した。（JR西日本大阪支社より感謝状をいただ
いた）
・３月17日の草津線イコカカードエリア拡大セレモニーを伊賀市と協力して実施した。
・いがまち行政バスに関わる会議開催や会議への参加・傍聴を行った。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画を上回る
（評価２）有効性…効果が高い
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）伊賀市行政やＪＲとつねに連携を図り、情報収集しながら、公共交通の課題整理
と解決をめざした継続的な取り組み体制が必要

1

（事業成果・達成事項）
柘植の特産品として黒豆を生産栽培してきましたが、今年は夏場の天候不順で黒豆の圃場に雑草が
生い茂り、黒豆の苗の成長を阻害して黒豆が育たず不作に終わりました。黒豆の生産量は昨年の約
148kgの２割程度で約30kgの収穫でした。この30kgの内、来年度用の種豆を確保したら、残り
は少なく市民の方々への販売は出来ず来年度への事業加工品に利用します。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画を大幅に下回る
（評価２）有効性…効果が低い
（評価３）今後の方向性…縮小・改善
（残された課題）
今年度の結果を踏まえて、何が失敗であったか？どうしたら昨年度以上の黒豆が収穫できるかを検
討した結果、作業員のマンパワー確保と同時に圃場整備に万全を尽くすことが大きな課題であると
結論付けて、失敗を乗り越えてない年度はぜひ成功させたいと結論付けました。

1

（事業報告・達成事項）
ひな人形展は今回5回目を迎えた。地域の方のご協力により店舗での展示も「喜んで」と協力して頂
いた。部会員全員で取り組めたことが事業の成功となったのは大変喜ばしいことと思っている。新
しい青竹、新しい企画など毎年大変ではあるが、全員で行いしかも地域の人も巻き込んで今後も行
うべき事業と確信している。ちなみに今回ひな人形展に足を運んで頂いた方は4日間で400名余り
であった。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…想定した効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
① 役割分担を年度初めに決める。
② 来訪者を増やすために他県や他市に周知する方法を考える。

2

（事業成果・達成事項）
① リサイクルについて学べたことはとてもよかった。３Rのこと、食品ロスの事、食品衛生の事、
柘植地域全体で毎日の生活を考えていけるよう働き掛けたい。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…ある程度の効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）研修で学んだことを地域の方と共有できるよう努力したい。

4

（事業成果・達成事項）
・来年度事業に向けて「積殖の山口」看板の復興設置を計画することができた。
伊賀市教育委員会名の説明看板が再興されないまま放置が続くよりは、観光面でのまちづくりを進
めるために、独自予算で型枠等を設置する（趣旨賛同者を募り、なるべくまち協持ち出し予算は減
らす予定）。
・柘植駅活性化事業との連携、トレイルランニング大会との連携を行うことができた。
（評価１）『まちづくり計画』達成度…計画通り
（評価２）有効性…想定した効果が出ている
（評価３）今後の方向性…継続
（残された課題）
柘植地域の観光振興をめざし、観光ポイントのネットワークを図っていく。そのために案内看板や
説明看板は欠かせないと考えている。















第２号議案

平成３０(２０１８)年度 事業計画（案）

予 算（案）

みらいづくりワークショップ（平成30年1月27日、市民センター）



事業名
　　『まちづくり計画』の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等 予算(円)

『まちづくり計画』・規約等検討事業
　　分権自治 施策１、施策２

　　　　　　　　　事務局、計画・規約検討委員会
①『まちづくりだより』ならびに各部会や実行委員会
からの広報類やお知らせチラシなどを編集・印刷・発
行（原則月２回の配付時に発行<１月を除く>）し、住民
や関係者に協議会の活動がよくわかるようにする。
②インターネットによる情報発信を進めることで、住
民がよりまちづくりの情報にアクセスしやすくする。
スマホを使った情報提供、情報収集のための講習会や
啓発活動を実施する。

事務局、広報編集発行委員会

③いがまち展覧会で事業単位の「活動報告」を展示す
る。また各区集議所や柘植小フェスティバル等でも活
動がわかるよう、計画的に展示する。
①他地域との連携と情報交換を深めるため、要請によ
り研修を受け入れる。

②市行政や県行政、地域支援センター等が実施する研
修会等へ積極的に参加する。（議会報告会等を含む）

事務局、運営委員会
③現状を把握したり、今後の活動を考えていくための
住民対象研修会を開催する。

①いがまち地域３地域の連携を深めるための会議や催
しに参画する。（いがまち区長集会、いがまち４大祭
り、いがまち展覧会、いがまち同和教育研究大会等）

②柘植地域の次世代を担うであろう若者をはじめ女
性、あるいは移住者の方々が集いつながり、まちづく
りについて考える機会を計画する。

③ふるさと会館いが、柘植公民館等を含む市の最適化
計画に関わる取り組みを計画・実行する。

④旧柘植保育園跡地に関わって、使用許可をしてある
「ステーション都美恵」「杜のカフェいこいこ」と連
携して、必要な事務処理を行う。
⑤いがまち展覧会チャリティーバザーに協賛する。

⑥新年門松絵札短冊を各戸へ印刷配布する。

事務局、運営委員会

⑦必要な事案が発生次第、運営委員の了承のもと、役
員会が中心になって臨機応変に対応をする。

①報酬などの人件費などを適正に支出しつつ、実状に
合った運営規約や規定のあり方を検討する。

②余野公園保勝会、芭蕉翁顕彰会等への支援を行う。

事務局、運営委員会
③事務消耗品等購入費や光熱費など適正に会計処理す
る。

6 積立金会計へ戻入　分権自治 施策５ 「積立金会計」を増額する方向で考える。 0

7 予備費 8,000

事業名
　　『まちづくり計画』の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等 予算(円)

1
１２区連絡協議会活動

　　分権自治 施策１、施策４

各部会や各実行委員会と連携して、まちづくり協議会
の活動と区住民を結びつける働きかけを行う。また伊
賀市行政をはじめ警察などの関係機関等と連携して、
地域の課題解決をめざす。

10,000

30,000

3,600,0005

事務局運営事業

　　分権自治 施策２、施策５

柘植地域各区に関わる事業（案）

140,000

2

広報活動に関する事業

　　分権自治 施策３

3

研修事業
　　分権自治 施策６

500,000

30,000

まちづくり協議会の運営に関わる事業（案）

1

昨年度取り組んだ有識者・公募者を含む特別委員会を
運営委員会事務局付けの委員会として設置し、長期的
視野の下、まちづくりのありよう（規約・組織等）を
協議し、役員会・運営委員会へ提言を行う。委員につ
いては改めて公募を行う。各種行政データや住民ニー
ズの把握を行い、『まちづくり計画』改定に向けた取
組みを行う。

4

その他必要な事業

　　分権自治 施策４、施策６、施策７



各区活動（地区業務・地区配布業務）
　　分権自治 施策１、施策４

12区連絡協議会

『まちづくり計画』に基づく分野別具体事業（案）

事業名
　　『まちづくり計画』の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等 予算(円)

人権啓発合同事業
　

施策1-具体計画２

人権啓発合同事業実行委員会

柘植地域及びいがまち人権学習・懇
談・交流事業

施策1-具体計画1、施策3-具体計画3

人権・同和部会

柘植住民及び部会員への広報・研修・
啓発事業

施策1-具体計画6、施策2-具体計画1
施策3-具体計画1,2

人権・同和部会

4
女性の地域活動推進（研修）事業
　　　分権自治 施策７

女性活動部会

事業名
　　『まちづくり計画』計画の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等 予算(円)

健康づくり推進事業
　

　施策１０－具体計画１

健康・福祉部会

170,000

①全戸配布の広報紙『さあ、みんなで、考えよう』を
毎月発行する。
（印刷製本費用は別途「広報活動に関する事業」より支出）
②昨年度実施の柘植地域住民の人権意識調査の結果報
告ﾘｰﾌﾚｯﾄを作成・配付する。
③柘植地域の実情に応じた人権・同和部会としての研
修会（ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ）の実施
　日時・内容は未定（実態に合わせて秋に実施）
 柘植管内保育園、小学校、中学校との懇談・交流

①男の料理教室　奇数月土曜日　福祉センター
 5/26,7/28,9/29,11/24,1/26,3/23 会費500円
②健康講演会　市内病院の医師等予定　７月
③健康ウォーキング 近隣５月頃 遠方11月公共交通利
用
④健康教室　転倒予防、認知症予防 １月

☆健康の駅長制度廃止に伴い、包括交付金に上乗せされ
た３万円を含む。　☆参加費収入あり

12,000

2

①各いがまち３まちづくり協議会での人権に関する意
識調査実施（柘植地域のみ昨年度実施）と集計・分析
②柘植地域及びいがまち人権学習・懇談・交流
柘植管内保育園、小学校、中学校との懇談・交流
③いがまち同和教育研究会及びいがまち３まちづくり
協議会の人権関係部会との懇談・交流

10,000

2
各種委員等の推薦報告、住民への広報等の配布他の業
務。伊賀市との「基本協定書（別紙）」に基づく内容
を含む。

1,830,000

人権・同和施策の推進に関わる事業（案）

1
130000

(10,000)

①合同フィールドワーク（近隣）の実施
５月22日(火)午前、やまなみ工房でのフィールドワー
ク
②人権啓発映画一斉上映会の実施
６月を中心にした各区が決めた日時
各区内の施設で、各区の実情やニーズに応じたビデオ
上映
③合同フィールドワーク（遠方）の実施
10月から11月頃に実施（日時は後日決定）
水平社博物館及び奈良市南人権文化ｾﾝﾀｰでのﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ
☆各区地区懇委託金より負担金（１万円×12区）を集め実
施する。予算はその不足分。

130,000
(85,000)

3

健康・福祉の推進に関わる事業（案）

1

伊賀市やいがまち人権センター等と連携して、男女共
同参画についての研修会を企画・開催し、学習内容は
柘植地域各区を通じて還流する。



地域福祉ネットワーク事業
　
　　施策１、施策４、施策８、施策１１

健康・福祉部会

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝのまちづくり事業
  施策１-具体計画1、施策５-具体計画1

健康・福祉部会

地域スポーツ活動の推進事業
 施策９-具体計画３
 施策１０－具体計画１，２

スポーツ実行委員会

公共交通の検討事業
 健康福祉施策９-具体計画２
 生活環境施策１４－具体計画１
 生活環境施策４－具体計画１，２，３

柘植駅を核とした公共交通のあり方検討委員会

事業名
　　『まちづくり計画』の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等 予算(円)

交通安全・防犯・不法投棄等への対策
 
  施策１１－具体計画１
  施策２－具体計画２

生活環境部会

柘植の森林整備事業

　施策１-具体計画１、２
  施策４-具体計画１

柘植の森林整備実行委員会

環境保全事業

　施策１-具体計画１、２
  施策４-具体計画１

生活環境部会

40,000

3

移動制約者に対する移動支援体制づくりの解決に向け
て、つげふくしネットと協働し、現状把握、先進地の
取り組み事例の検討、関係機関との連携に努める。

20,000

10,000

4

各区の体育委員と連携し、
地域内でのスポーツ大会の実施（10月上旬実施予定）
トレイルランニング大会の支援（11月３日実施）
伊賀市スポーツ大会(11月)への参加支援

2

5

公共交通の各種委員と連携し、伊賀支所管内の行政バ
スはもとより、広くバス・鉄道・道路のありようにつ
いて調査や議論を行い、行政等と懇談を持つ。

①鳥獣害への対策
・県・市とくくりわな学習会を６月に予定
・伊賀市鳥獣害対策協議会への鳥獣害煙火等の購入申
請と活用　（別途交付決定額による）
②ごみ・不法投棄等への対策
・市と協力して不法投棄物撤去を行う。
・女性部会と協働して、毎月「柘植地域ゴミ分別カレ
ンダー＆ごみニュース」作成と回覧の実施。
　（印刷製本費用は、別途、広報編集発行事業より支出）
③地域美化対策
・各区にある歩道縁石周辺の草木処理
・柘植地域各所の荒地の調査とその美化を進める。
・大阪等の地主に協力を依頼
・ツツジの苗木の育成
・ナタネ、ひまわり、コスモス等の景観植物を植栽

1

2

①伊賀森林組合、三重大学教官、三重県・伊賀市等と
の連携のもと柘植地域内の森林撫育、森林環境整備に
ついて検討をする。各区山林担当者、事業者、柘植財
産区等を核にして委員会を設置する。
②山で仕事のできる人の養成について考える。
③住民が山林に親しめるイベントを計画・実施する。
④阿波地域、布引地域等との連携を深め、ともに研修
等を行う。

①警察と連携した柘植地域内ﾊﾟﾄﾛｰﾙ（分担区）
４月岡鼻、５月小林、６月柘植青葉台、７月上町、８
月下町、９月倉部、10月小杉、11月山出、12月前
川、１月上村、２月野村、３月中柘植
②エリア別（大きく３エリアで）に現状調査実施
 不法投棄、交通安全等の現状を確認し、今後の美化活
動に活かす。
③啓発のぼり等の製作と設置（交通安全協会や警察と
協力）

①地域会議（区単位）未設置区への支援
 社会福祉ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等の支援も受け、31年度中に全区
②社会福祉協議会　行政と連携を密にし、一般介護予
防事業に取り組む。福祉の拠点づくり（NPO法人と協
働）
③部会員　つげふくしネット関係者合同研修会を開催
　　…６月 地域福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ事業先進地への研修
　　　　　☆社会福祉協議会から１０万円の補助あり

20,000

　生活・環境の再生に関わる事業（案）

120,000

40,000

40,000

3



自主防災力向上事業

　施策１２-具体計画１

自主防災実行委員会

都美恵の里美化事業

　 施策４-具体計画１

女性活動部会

事業名
　　『まちづくり計画』計画の主な該当箇所

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 実施主体
実施内容等 予算(円)

各種の講演会の実施事業
　　施策２-具体計画１

教育文化部会

市民センター活動事業
　
　施策１-具体計画２
　施策２-具体計画１、２
　施策５-具体計画２

教育文化部会

夏休みこどもの遊び事業
　  施策２-具体計画1、施策３-具体計画2,3
　　施策４-具体計画3

教育文化部会

学校教育支援事業

  施策３－具体計画３

教育ボランティア

「つげのまちに賑わいを」事業
　　　分権自治 施策７

女性活動部会

「お作法」研修会実施事業
　　　施策5-具体計画３

女性活動部会

30,000

・年４回、市民センター周辺の草引きやあじさいの手
入れをする。☆緑の募金交付金あり（額未定）
・ごみを減量していくために、ごみの出し方（分別
法）の勉強会も続けていきます。
・生活環境部会と協働して、毎月「柘植地域ゴミ分別
カレンダー＆ごみニュース」作成と回覧の実施。
　（印刷製本費用は、別途、広報編集発行事業より支出）

①ふれあいコンサートの開催（時期未定）
　音楽等のイベントを企画し、市民センターを拠点に
した芸術活動を行う
②クリスマスコンサートの開催（12月後半を予定）
　地域で活動しているサークル、グループの協力を得
てクリスマスのひと時を楽しく過ごし、誰もが参加で
きる場所を提供する。
③映画鑑賞会を開催（随時）
　市民センターでの開催と市民センターへお越しにな
れない方々のためにもリクエストに応じ「出前映画
会」を実施し随時希望の場所へ出向きます。

40,000

第５回となった「つげっ子夏まつり」を計画
８月11日（山の日）を予定
子どもたちと柘植川で水遊びを中心に、むかしの遊び
（水鉄砲、シャボン玉、竹馬、筏‥等）を楽しみ、世
代間の交流、伝承を行い、子供たちの楽しい思い出を
作る。☆参加費収入あり

5,000

5,000

25,000

講演会を計画　５月頃を予定
柘植地域に関連する歴史や文化についての講演会を開
催し地域文化を顕彰していく。

6
年間３回程度、柘植地域住民を対象にした研修を女性
活動部会が主催し、その学習内容の周知を図り、地域
全体で「お作法」文化を向上させる。

10,000

5

11月中旬から地域の方にも参加してもらい、お雛様を
作り始める。２月中旬から柘植地域内施設等に飾らせ
てもらい、まちの賑わいを高めたい。2月末～３月初め
に市民センターでひな人形展を開催する予定。

4

・毎月第２火曜日に定例会議を実施する。
・毎月、読み聞かせを行う。
・校内外の清掃、美化活動を応援する。
・登下校の見守り活動を行う。
・保育園・小学校・中学校の行事に参加する。
・図書室の清掃及び書籍の修理片付け

5,000

5

　教育・文化の充実に関わる事業（案）

4

次の事業を通じ、柘植地域が一体となった防災・減災
活動を行う。
①平成30年10月7日：柘植地域合同防災訓練
②既存マニュアルの統合及び男女共同参画を考慮した
地域共通防災マニュアルの策定：３月末
③各種機会を捉えたマニュアル改訂案の検証：通年
④学校等と連携した防災啓発活動（詳細未定）
⑤防災関係業者との防災協定等連携強化
　※初動リーダーのボランティア保険加入を行う。

115,000

2

3

1











1. 収入の部 　　　　(単位：　円）

前年度予算額 本年度予算額 増　　減 備　　考

繰越金 一般会計繰越金 350,825 346,217 △ 4,608

繰入金 積立金会計より繰入金 0 271,000 271,000

6,133,000 6,112,000 △ 21,000 伊賀市より

50,000 50,000 0 伊賀市より

150,000 150,000 0 草津線複線化促進期成同盟会より

100,000 100,000 0 社会福祉協議会より健康・福祉事業への補助金

会費 地区分担金 156,000 156,000 0 13,000円×柘植地域12区

100,175 114,783 14,608 コピー印刷代、預金利息 等

7,040,000 7,300,000 260,000

2. 支出の部

前年度予算額 本年度予算額 増　　減 備　　考

140,000 140,000 0

500,000 500,000 0

10,000 30,000 20,000

30,000 30,000 0

3,320,000 3,600,000 280,000

0 0 0

35,760 18,000 △ 17,760

10,000 10,000 0

1,946,240 1,830,000 △ 116,240

10,000 10,000 0

10,000 10,000 0

130,000 170,000 40,000

12,000 12,000 0

　　平成30（2018）年度柘植地域まちづくり協議会予算（案）

科　　　目

地域包括交付金

女性活躍推進事業交付金

ＪＲ草津線地域サポーター支援事業

福祉でまちづくり支援事業

   雑収入

収入計

事　業　名

まちづくり協議会の運営にかかわる事業

①『まちづくり計画』等策定検討事業

②広報活動に関する事業

柘植地域各区に関わる事業

①12区連絡協議会活動

②⃣各区活動（地区業務、地区配布業務）

人権・同和施策の推進に関わる事業

①人権啓発合同事業

③研修事業

④その他必要な事業

⑤事務局運営事業

⑥積立金会計への戻入

⑦予備費

②柘植地域及びいがまち人権学習・
懇談・交流事業

③住民及び部会員への広報・研修・啓発事業

④女性の地域活動推進（研修）事業



85,000 85,000 0
健康の駅長制度廃止に伴う補助金
　３０，０００円を含む

130,000 120,000 △ 10,000
社会福祉協議会補助金
　１００，０００円を含む

20,000 20,000 0

20,000 20,000 0

10,000 10,000 0

70,000 40,000 △ 30,000

40,000 40,000

40,000 40,000 0

70,000 115,000 45,000

30,000 30,000 0

5,000 5,000

40,000 40,000 0

5,000 5,000 0

5,000 5,000 0

26,000 25,000 △ 1,000

10,000 10,000

40,000 △ 40,000

5,000 △ 5,000

60,000 50,000 △ 10,000

10,000 10,000

200,000 200,000 0
草津線複線化期成同盟会補助金
　１５０，０００円を含む

6,000 70,000 64,000

24,000 △ 24,000

7,040,000 7,300,000 260,000

　※予算額に対して過不足が生じた場合、予算の範囲内において、運営委員会の承認を得て流用することが出来る。

健康・福祉の推進に関わる事業

①健康づくり推進事業

②地域福祉ネットワーク事業

③ユニバーサルデザインのまちづくり事業

④地域スポーツ活動の推進事業

⑤公共交通の検討事業

生活・環境の促進に関わる事業

①交通安全・防犯・不法投棄等への対策

②柘植の森林整備事業

③環境保全事業

④自主防災力向上事業

⑤都美恵の里美化事業

教育・文化の充実に関わる事業

●伊賀の国柘植の斎王群行事業

●地域イベントの検討事業

⑥「お作法」研修会実施事業

①各種の講演会の実施事業

⑤「つげのまちに賑わいを」事業

支出計

③柘植駅・草津線活性化事業

④観光看板設置事業

②市民センター活動事業

③夏休みこどもの遊び事業

④学校教育支援事業

産業・交流の促進に関わる事業

①特産品の創出事業

●国際交流促進事業

②エネルギー自給研修事業



歴代・柘植地域まちづくり協議会役員一覧表（敬称略）

総会 日 会長 副会長 事務局長 会計 監事 部会

東
（岡鼻）岡本孝雄
（小林）柿本弘司
（柘植青葉台）天井美耶

中
（上町）町野恒
（下町）北川安昭

北
（倉部）岡島久司
（小杉）松本昭次

南
（山出）松尾克美
（前川）岸田久
（上村）中林憲之輔

西
（野村）丹羽康尤
（中柘植）杉岡武久

東
（岡鼻）加太勝久
（小林）田中重之
（柘植青葉台）杉本優

中
（上町）岡島正尚
（下町）西村孝史

北
（倉部）中川賢
（小杉）西尾幸彦

南
（山出）川嵜彰彦
（前川）上島静男
（上村）山岡尚久

西
（野村）冨井聖文
（中柘植）阪井弘英

東
（岡鼻）岡本武和
（小林）中村忠明
（柘植青葉台）岡﨑修美

中
（上町）松山和史
（下町）金谷重義

北
（倉部）中森金正
（小杉）岡島盛男

南
（山出）藤井央章
（前川）廣岡二三雄
（上村）中西隆則

西
（野村）梅田博
（中柘植）中森東

東
（岡鼻）橋本芳蔵
（小林）宮本喬夫
（柘植青葉台）岡﨑修美

中
(上町）山本進
（下町）福川廣美

北
（倉部）清水一利
（小杉）増田宗弘

南
（山出）藤井克幸
（前川）廣岡月尾
（上村）廣田正義

西
（野村）梅田和秀
（中柘植）西尾昭一

東
（岡鼻）西口和幸
（小林）北嶋正雄
（柘植青葉台）杉本優

中
（上町）松山利彦
（下町）福川廣美

北
（倉部）柘植茂里彦
（小杉）松山隆治

南
（山出）佐々木克久
（前川）森岡廣生
（上村）大橋勝義

西
（野村）稲靏博史
（中柘植）岡村正

東
（岡鼻）坪健治
（小林）大井雅文
（柘植青葉台）杉本優

中
（上町）町野恒郎
（下町）内田輝巳

北
（倉部）小川充比己
（小杉）松山嘉之

南
（山出）佐々木嘉久
（前川）中村敏
（上村）中島政明

西
（野村）安田聡
（中柘植）阪井則行

東
（岡鼻）梅川正彦/久泉剛
（小林）宮脇照巳
（柘植青葉台）鈴木桂子

中
（上町）平野努
（下町）半田三都生

北
（倉部）岡島秀夫
（小杉）松山芳博

南
（山出）藤井登
（前川）林田民生
（上村）城出憲一

西
（野村）梅澤一美
（中柘植）中川善博

東
（岡鼻）久泉剛
（小林）伊室正一
（柘植青葉台）森惠美

中
（上町）丸柱祐道
（下町）森下仁

北
（倉部）西口政敏
（小杉）西田拡治

南
（山出）中島義文
（前川）高橋春光
（上村）山岡幸五

西
（野村）服部和義
（中柘植）中川輝一

西田方計 栗本悦子
林田民生
岡島秀夫

（人権同和）橋本浩信
（健康福祉）柘植美智代
（生活環境）町田盛次
（教育文化）西田哲也
（産業交流）佐藤孝一
（女性）平野絹子
（2017区長）山岡幸五、西田拡治
（2018区長）山岡幸五、西田拡治

2017年度
  ・

2018年度

平成29
年

(2017)
4月25日

2017
空席

２０１８
半田三都生

2017
半田三都生
岩倉佳子
山岡幸五
西田拡治

2018
城出憲一
岩倉佳子
山岡幸五
西田拡治

区長

設立2004
　　・
2005年度

平成16
年

（2004)
2月16日 岡島久司 岡島正尚 西田方計 森藤君代

天井美耶
北川安昭

（分権自治）中西光尚、森川潔
（人権同和）高木康江、菊地晃子
（健康福祉）藤井明和、柿本弘司
（生活環境）丹羽康尤、山岡尚久
（教育文化）冨井聖文、岡島史子
（産業交流）辻上忠彦、福岡健二

森藤君代
天井美耶
北川安昭

（分権自治）中西光尚、森川潔
（人権同和）高木康江、菊地晃子
（健康福祉）藤井明和、柿本弘司
（生活環境）丹羽康尤、山岡尚久
（教育文化）冨井聖文、岡島史子
（産業交流）辻上忠彦、福岡健二

2007年度
  　　・
2008年度

平成19
年

(2007)
4月21日 岡島正尚

岡本武和
中森東

田中重之 岡島盛男

2005年度
  　　・
2006年度

平成17
年

(2005)
5月10日 岡島久司

岡島正尚
田中重之

西田方計

坂井弘英
川﨑彰彦

（人権同和）高木康江、菊地晃子
（健康福祉）藤井明和、中川賢
（生活環境）西尾幸彦、松浦恵子
（教育文化）中村忠明、内田香代
（産業交流）柘植満博、亀井安之

2009年度
  　　・
2010年度

平成21
年

(2009)
4月24日 岡本武和

清水一利
藤井克幸

岡島盛男 松浦恵子
金谷重義
松山和史

（人権同和）高木康江、菊地晃子
（健康福祉）藤井明和、冨井満志
（生活環境）福川廣美、松山和史
（教育文化）中村忠明、谷田ちか
（産業交流）山本進、平田正彦

2011年度
  　　・
2012年度

平成23
年

(2011)
4月23日 清水一利

藤井克幸
福川廣美
半田愛

岡島盛男 松浦恵子
増田宗弘
山本進

（人権同和）橋本浩信、中村尚生
（健康福祉）藤井明和、柘植美智代
（生活環境）松山和史、西田方計
（教育文化）中村忠明、山本祥史
（産業交流）大橋史典、山本進
（女性）半田愛、坪洋子
（区長）福川廣美、松山利彦

西田方計 栗本悦子

岡島盛男
（西田方計）

町野恒郎
松山嘉之

（人権同和）橋本浩信、中村尚生
（健康福祉）柘植美智代、森下泰成
（生活環境）岡﨑修美、城出憲一
（教育文化）西田哲也、中村忠明
（産業交流）佐藤孝一、杉本廣行
（女性）岩倉佳子、藪本弘子
（2015区長）梅川正彦、中川善博
（2016区長）中川善博、松山芳博

松浦恵子
稲靏博史
松山利彦

（人権同和）橋本浩信、中村尚生
（健康福祉）藤井明和、柘植美智代
（生活環境）岡﨑修美、松山和史
（教育文化）中村忠明、藤井洋子
（産業交流）杉本廣行、大橋史典
（女性）岩倉佳子、坪洋子
（区長）坪健治、阪井則行

2013年度
  　　・
2014年度

平成25
年

(2013)
4月27日 清水一利

福川廣美
半田愛
坪健治

2015年度
  ・

2016年度

平成27
年

(2015)
4月25日

2015
空席

２０１６
阪井則行

2015
阪井則行
半田愛

梅川正彦
2016

岡﨑修美
半田愛

中川善博



柘植地域まちづくり協議会のあゆみ（略史）
（文中、敬称略）

10月20日 当時の区長12名でまちづくり協議会設立の為の世話人会発足

11月13日 まちづくり計画策定委員募集（～12/10）区長推薦等で69名が応募

2月16日 柘植地域まちづくり協議会設立総会（於：柘植公民館）
3月31日 まちづくりだより第1号発行
5月20日 平成16年度総会開催
5月21日 計画策定のための住民アンケート実施（～6月15日）
9月30日 「まちづくり計画（中間案）」各戸配布、パブリックコメント募集
10月7日 タウンミーティング開催（於：柘植小体育館）

10月29日 「まちづくり計画」策定  伊賀町長に提出
11月1日 伊賀市誕生

11月27日 協議会設立及び伊賀市誕生記念植樹（奥余野森林公園へもみじ・桜など）
     　11月 伊賀市自治基本条例公布

1月11日 「まちづくり計画」（概要版）各戸配布、柘植公民館へ事務局開局
2月1日 教育ボランティア募集始める 柘植小で認証式(2/19)

3月30日 臨時総会開催  規約改正を行う
自治基本条例に則った住民自治組織として正式に認可

5月10日 臨時総会 （初代会長に岡島久司）
6月11日 定期総会 

10月20日 3地域で先進地視察（岐阜県山岡町）
3月9日 「伊賀市総合計画」について住民学習会開催

4月15日 定期総会  
5月28日 第19回余野公園つつじ祭　行政主導から住民主導に移行
6月30日 「健康ウォーキングマップ集」完成  各区・各組へ配付
1月25日 「災害時要援護者支援ネットワークづくり」研修会開催

3月2日 臨時総会（規約改正）
　　    3月 観光絵地図「柘植の道しるべ」完成　各戸配布

地域活動支援事業（柘植地域案内板設置事業）
4月21日 臨時総会（会長に岡島正尚）
6月16日 定期総会  
9月13日 まちづくりだより第50号発行
1月30日 柘植駅前に総合案内板「油日岳・霊山ハイキングマップ」設置
3月22日 柘植駅から旗山を経てゾロゾロ峠までの登山道案内標識設置完了

地域活動支援事業（「伊賀の国・柘植の斎王群行」事業）
4月26日 定期総会  

9月7日 新しい葱華輦（斎王群行）が完成 試運転
9月28日 第6回斎王群行　総勢53人　装いも新たに盛大に開催

11月19日 20年度「みえの防災大賞」受賞
11月29日 3地域合同で「いがの防災風土づくり研修会」開催（ふるさと会館にて）

4月24日 臨時総会（会長に岡本武和）
5月30日 定期総会  
6月29日 鳥獣害対策についての研修会開催
8月27日 市民センター建設起工式挙行
11月4日 「あしたのまち・くらしづくり活動賞」全国表彰
3月25日 市民センター竣工式挙行
3月28日 まちづくり協議会の事務局を市民センターに移設

4月1日 市民センター業務開始
地域活動支援事業（自主防災組織並びに避難所運営組織・マニュアル策定事業）

4月24日 定期総会  
　　　 5月　　伊賀市における自治組織のあり方検討委員会　市長に報告書提出
　　　 8月 まちづくり計画改定のための住民アンケート実施

8月5日 市民センターにピアノの寄贈
10月15日 計画策定のための住民アンケート集計結果報告

11月7日 「市民センターオープニングコンサート」（兼「ピアノ開き」）開催
12月23日 第1回「地域で新成人を祝う会」開催

1月26日 「防災まちづくり大賞」全国表彰受賞
3月26日 臨時総会にて「まちづくり計画（見直し案）」承認

特別部会「区長部会」・「女性部会」設置
3月31日 東日本大震災被害地支援義援金100万円を超える

　　  5月
「大規模災害時避難所初動マニュアル」及び各戸配布の「防災（減災）ハン
ドブック〔保存版〕」完成

5月23日 臨時総会（会長に清水一利）
5月28日 定期総会

　    7月 女性部会活動開始
10月14日 まちづくりだより第100号発行
12月 まちづくりだより縮刷版発行
12月7日 行政地区懇談会（市政報告会）

12月11日 第２回地域で新成人を祝う会
2月12日 まちづくり研修会

        4月 まちづくり協議会ホームページ運用開始
4月21日 定期総会
7月 伊賀市自治基本条例改正
8月19日 第３回地域で新成人を祝う会（次年度以降は中止）
9月30日 斎王群行台風で延期
10月7日 防災訓練

11月25日 第10回斎王群行

平成20年
(2008)

平成15年
(2003)

平成16年
(2004)

平成17年
(2005)

平成18年
(2006)

平成19年
(2007)

平成21年
(2009)

平成22年
(2010)

平成23年
(2011)

平成24年
(2012)



2/25～3/3 第１回竹から生まれたおひなさま展
4月27日 臨時総会（会長に清水一利）
5月25日 定期総会（包括交付金620万円、予算規模696万円）
8月31日 芭蕉翁生誕370年記念事業
9月29日 第11回斎王群行
10月6日 合同防災訓練

11月８・９日 第32回地域づくり団体全国研修交流会三重大会発表
2/26～3/2 第２回竹から生まれたおひなさま展

4月19日 定期総会
8月18日 第１回つげっこ夏まつり
9月28日 第12回斎王群行
10月5日 合同防災訓練（台風のため中止）
1月17日 まちづくり研修会
3月31日 「伊賀地区振興計画」（伊賀市）策定

2/28～3/5 第３回竹から生まれたおひなさま展
4月25日 臨時総会（「代表」に阪井則行）
5月23日 定期総会
7月13日 第１回いがまち３地域区長集会

7/4～7/5 第14回コミュニティ政策学会伊賀大会発表
7月30日 伊賀市長と語る会

8月7日 まちづくりふれあいデー（宝くじｺﾐｭﾆﾃｨ助成事業）
8月22日 いがまち同研発足50周年記念大会

9月1日 まちづくりだより第1５0号発行
9月27日 第13回斎王群行

10月14日 議会報告会
11月21日 柘植駅前に初めてのイルミネーション設置

1月18日 伊賀市合同研修会参加（東近江市）
2/27～3/3 第４回竹から生まれたおひなさま展

3月27日 柘植保育園閉園式
４月１日～ 地域活動支援事業基礎支援ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ（特産品創出）

草津線地域サポーター支援事業始まる
4月16日 定期総会（包括交付金6１３万円、予算規模６７１万円）
6月17日 第２回いがまち３地域区長集会
6月22日 つげふくしネット設立総会

8月7日 第２回まちづくりふれあいデー
10月2日 合同防災訓練

10月10日 第14回斎王群行
10月27日 議会報告会

10月2日 合同防災訓練
11月4日 トレイルランニング大会（プレ大会）協力

11月21日 柘植駅前イルミネーション設置
2月2日 伊賀市合同研修会にて発表「女性参画」

2月25日 草津線SHINOBI-TRAIN歓迎式（柘植駅）
3/3～3/5 第５回竹から生まれたおひなさま展

3月23日 柘植駅男女別トイレ供用開始
4月19日 臨時総会（「代表」に半田三都生）
5月27日 定期総会（包括交付金6１３万円、予算規模７０４万円）
6月13日 女性部会視察研修（木津川市）
6月16日 第３回いがまち３地域区長集会

7月8日 鳥獣害対策研修会
7月9日 健康づくり講演会（夏の健康管理）

7月18日 自主防災初動リーダー会議
7月28日 地域福祉交通研修会

8月6日 交通問題シンポジウム開催
8月8日 窓口業務変更によるマイナンバーカード申請手続き講習会
8月9日 獣害対策おり２基設置

8月26日 ガラス飛散防止フィルム貼り付け要領講習会
9月9日 阿波・布引地域との連携してバイオマス研修会

9月30日 おもてなし環境整備（横地野、深谷池等）
9月30日 斎王群行プレイベント（市文化会館）
10月1日 オリエンテーリング全国大会協力
10月9日 第15回柘植の斎王群行

10月19日 議会報告会
10月22日 歴史探訪フィールドワーク（台風のため中止）
10月26日 阿波・布引地域と連携して、吉野へ林業視察研修
10月31日 旧柘植保育園貸借契約式・使用許可書授与式

11月1日 当面の市政課題にかかる市民懇談会（いがまち公民館）
11月4日 第１回トレイルランニング大会協力
11月5日 合同防災訓練（兼伊賀市防災訓練）

11月15日 小規模多機能自治全国研修会発表「女性参画」（名張市）
11月30日 ふるさと会館いが複合化計画案について運営委員会への行政説明会

1月9日 関西線（柘植・亀山間）復旧再開セレモニー（柘植駅）

1月9日 地域防災セミナー（県庁舎）
1月20日 不法投棄物撤去作業（霊山林道付近）
1月27日 県事業みえのみらいづくり塾次世代ワークショップ開催

２/２７～3/４第６回竹から生まれたおひなさま展
3月15日 伊賀支所周辺最適化計画住民説明会懇談会
3月17日 草津線ICOCA利用拡大歓迎セレモニー（柘植駅）
4月14日 定期総会（包括交付金6１１万円、予算規模　　　万円）

平成29年
(2017)

平成30年
(2018)

平成27年
(2015)

平成28年
(2016)

平成25年
(2013)

平成26年
(2014)



平成30(2018)年度年間会議行事等計画（上半期１）広報等配付日 平成30(2018)年度年間会議行事等計画（上半期２）広報等配付日

施

1
日 火 金

1
日 水 土

2
月
監査会

水 土
2
月②自治推進会議 木役員会 山

出

日

3
火
役員会

木
憲

日
3
火 金

倉
部

中
柘

月 ③自治推進会議

4
水 金
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月

4
水役員会 土

小
林

岡
鼻

火 役員会

5
木 入園式

春
祭

土
こ

火役員会
5
木 日

野
村

両
町

水

6
金
入学式

運営委員会①

日 水
6
金 月

上
村

木

7
土 月①自治推進会議 木

7
土 火 金

8
日 火 金

8
日奥余野山開き 水

12区連絡協議会

土

9
月 水役員会 土

9
月 木 日

10
火 木 日

10
火 金

小
杉

月

11
水 金

12区連絡協議会

月
11
水 土

山
火

12
木 土 火

12
木

12区連絡協議会

日 水

13
金 日つつじ祭り 水

13
金 月 木

12区連絡協議会

14
土
定期総会

月 木

12区連絡協議会
14
土 火 金

15
日 霊山桜まつり 火 金

15
日 水 土 小学校運動会

16
月

人権柘植地域会議

水 土中学校体育祭
16
月
海

木 日

17
火 木 日

17
火 金 月

敬

18
水

12区連絡協議会

金 月
18
水

運営委員会②

土い同研大会 火

19
木 土 火

19
木 日 水

20
金 日 水

20
金 月 木

21
土 月 木

21
土 火 金

22
日 火 金

22
日 水 土

23
月 水 土

23
月 木 日

秋

24
火 木 日 いがまち環境デー

24
火 金 月

振

25
水 金

い同研総会

月
25
水 土 火

26
木 土 火

26
木 日 水

27
金 日 水

27
金 月 木

28
土 月 木

28
土 火 金

29
日
昭

火 金
29
日 水 土 保育園運動会

30
月
振

水 土
30
月 木 日

31
木

31
火 金

７月 ８月 ９月４月 ５月 ６月



平成30(2018)年度年間会議行事等計画（下半期１） 広報等配付日 平成30(2018)年度年間会議行事等計画（下半期２）広報等配付日
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火役員会
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5
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6
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6
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日
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16
水
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日 火

運営委員会④
18
金 月 月
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金 月 水
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土 火 火
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土 火 木

20
日 水 水

運営委員会⑤
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日 水 金
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月 木 木

春

22
月 木 土
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火 金 金

23
火 金

勤
農業まつり 日
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水 土 土

24
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木 日 日

25
木 日 火
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金 月 月

26
金 月 水

26
土 火 火

27
土 いがまち展覧会 火 木

27
日 水 水

28
日 いがまち展覧会 水 金
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月 木 木

29
月 木 土
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火 金
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上
野
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１月 ２月 ３月



未来年表 2018.4.11現在

年 度 柘植地域・伊賀市に関わること 三重県・日本・国際 他 備考
（３地域代表）

２０１７ 関西線柘植亀山間再開(1/9) 柘植

（平成２９） 柘植駅改札イコカカード導入(3/17)

２０１８ ＪＡ伊賀北部と伊賀南部合併(4月) 平昌(ﾋﾟｮﾝﾁｬﾝ)ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ(2/9～） 西柘植

（平成３０） 小中学校土曜授業停止、夏休み日数減 インターハイ三重大会(7/26～）

伊賀市新庁舎開庁(1月) 新名神(新四日市～亀山西)開通

２０１９ 統一地方選挙（県知事､県議会）(4月) 壬生野

『まちづくり計画』改定予定(4月) 新天皇即位、改元(5月)

G20サミット大阪(6月)

参議院選挙(7月)

ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ(9/20～ 11/2)

「公共施設最適化(第Ⅰ期)」終了(3月) 消費税１０％に(10月)

２０２０ 小学校給食センター運用開始(4月) 東京オリンピック(7/24～) 柘植

市長選挙(11月) 東京パラリンピック(8/25～)

全中三重大会(8/17～）

市議会議員選挙(3月) 国勢調査(大規模；10/1現在）

２０２１ ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑ(5月) 西柘植

国民体育大会三重大会

☆衆議院選挙

２０２２ 衆議院選挙、参議院選挙(7月) 壬生野

北京冬季ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ

２０２３ 統一地方選挙（県知事､県議会）(4月) 柘植

２０２４ 市長選挙(11月) 森林環境税（国税）導入 西柘植

『まちづくり計画』改定

市議会議員選挙(3月)

２０２５ 「公共施設最適化(第Ⅱ期)」終了(3月) 参議院選挙、大阪万博？ 壬生野

国勢調査(簡易；10/1現在）

２０２６ ☆衆議院選挙 柘植

アジア大会（愛知・名古屋）

２０２７ 40thつつじ祭(5月) 統一地方選挙（県知事､県議会）(4月) 西柘植

リニア東京～名古屋開業

２０２８ 壬生野

※予測値は、国勢調査をもとにした平成 28年度伊賀市自治研修による算出方法による結果

☆衆議院は任期満了の場合 ※ 2037年リニア名古屋～大阪開業

(柘植地域予測値※)
高齢者率42.8% 後期高齢者率21.8%

(柘植地域予測値※)
高齢者率47.0% 後期高齢者率26.8%
高齢者のみ世帯28.4%



高度情報社会のいま、

柘植地域の情報も、ウェブの時代に…

パソコンはもちろん、

スマホやタブレットでも

見やすくなりました。

http://tsuge.jpn.org
上記は、柘植地域まちづくり協議会の

ホームページ（ウェブサイト）アドレスです。

柘植地域まちづくり協議会

柘植地域まちづくり協議会や地域の情報満載
リンクも充実しています。

ぜひ、のぞいてみてください！登録しておいてください。

柘植地域まちづくり協議会事務局

〒519-1406 三重県伊賀市柘植町10647番地

柘植地区市民センター内

☎ ０５９５（４５）８８８０

fax ０５９５（４５）８８８３

URL http://tsuge.jpn.org
メール tsugenet@ict.ne.jp


